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敗
戦
後
の
民
主
化
で
労
働
組
合
結
成 

 

民
主
化
の
５
大
改
革
、
女
性
参
政
権
の
実
現
、
労
働
者
の
団
結

権
の
保
証
、
教
育
の
民
主
化
、
秘
密
警
察
制
度
の
廃
止
、
経
済
機

構
の
民
主
化
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の
下
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
的

に
も
労
働
組
合
法
、
労
働
関
係
調
整
法
、
労
働
基
準
法
が
施
行
、

１
９
４
７
年
５
月
３
日
に
は
日
本
国
憲
法
に
よ
り
、
労
働
者
の
権

利
、
人
権
が
保
障
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
た
だ
ち
に
つ
く
ら
れ
た
全

国
組
織
は
、
共
産
党
系
の
「
産
別
会
議
」
と
「
友
愛
会
」
を
源
流

と
す
る
「
総
同
盟
」
で
し
た
。 

47
年
２
月
の
「
２
・
１
ゼ
ネ
ス
ト
」
は
、
官
公
労
働
者
の
賃

上
げ
要
求
に
端
を
発
し
、
内
閣
打
倒
に
ま
で
高
揚
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は

直
ち
に
中
止
命
令
を
発
し
挫
折
し
ま
し
た
。 

48
年
７
月
、
政
令
２
０
１
号
に
よ
り
公
務
員
の
団
体
交
渉
権
、

ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
剥
奪
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
企
業
別
組
合

と
い
う
課
題
を
も
ち
な
が
ら
も
労
働
組
合
組
織
化
が
進
み
、
49

年
に
は
３
万
４
６
８
８
組
合
、
６
６
５
万
人
、
組
織
率
55
・
８ 

     

 

％
に
達
し
ま
し
た
。 

 

民
主
主
義
を
リ
ー
ド
し
た
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク 

50
年
７
月
の
総
評
結
成
は
、
共
産
党
の
政
治
主
義
的
な
押
し

つ
け
に
反
対
し
て
提
起
し
た
「
組
合
民
主
主
義
の
樹
立
」
か
ら
出

発
し
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
影
響
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

50
年
６
月
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｆ
Ｌ-

Ｃ

Ｉ
Ｏ
（
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
業
別
労
働
組
合
＝
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）
は
、
日
本
の
再
軍

備
を
促
進
す
る
よ
う
総
評
に
求
め
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
前
後
し
て
始
ま
っ
た
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に
よ
り
、
そ
の

数
約
１
万
２
０
０
０
人
の
活
動
家
が
排
除
さ
れ
、
基
幹
産
業
の
電

産
、
炭
労
、
鉄
鋼
労
組
が
そ
の
過
半
数
を
占
め
、
職
場
抵
抗
闘
争

は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

51
年
、
左
派
に
主
導
さ
れ
た
社
会
党
第
７
回
大
会
は
、
全
面

講
和
、
中
立
堅
持
、
軍
事
基
地
反
対
、
再
軍
備
反
対
を
盛
り
こ
ん
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だ
「
平
和
四
原
則
」
の
政
治
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
同
年
３
月
、

総
評
第
２
回
大
会
は
、
こ
の
「
平
和
四
原
則
」
を
支
持
し
国
際
自

由
労
連
一
括
加
盟
案
を
否
決
し
ま
し
た
。
「
ニ
ワ
ト
リ
と
思
っ
て

育
て
て
き
た
卵
か
ら
ア
ヒ
ル
が
生
ま
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
劇
的
な

転
換
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
社
会
党
・
総
評
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
形
成

で
す
。 

 

職
場
闘
争
を
基
本
に
し
た
「
組
織
綱
領
草
案
」 

52
年
、
総
評
の
運
動
方
針
は
、「
職
場
闘
争
は
組
合
活
動
の
基

礎
で
あ
る
」
と
し
て
、
職
場
組
織
と
職
場
闘
争
を
重
要
な
柱
に
す

え
ま
し
た
。
同
年
、
労
働
法
制
改
悪
の
動
き
に
対
し
、
炭
労
は

63
日
間
に
わ
た
る
「
労
闘
ス
ト
」
の
総
括
か
ら
「
職
場
闘
争
の

日
常
的
な
展
開
」
の
重
要
性
を
教
訓
化
し
、
53
年
、
三
池
の

「
英
雄
な
き
１
１
３
日
の
闘
い
」
で
１
８
４
１
人
の
指
名
解
雇
を

撤
回
さ
せ
ま
し
た
。
「
幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
へ
」
と
す
る
大

衆
路
線
に
よ
る
職
場
闘
争
の
展
開
で
し
た
。 

58
年
、
総
評
『
組
織
綱
領
草
案
』
は
、「
職
場
闘
争
は
、
組
合

員
大
衆
が
階
級
的
に
団
結
す
る
た
め
の
行
動
の
基
調
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
組
合
活
動
の
基
礎
の
座
を
占
め
る
」
と
指
摘
し
、
三
池

の
職
場
闘
争
を
全
職
場
に
拡
大
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
し
た
。 

合
理
化
の
「
本
質
」
が
搾
取
の
強
化
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

日
常
の
生
産
活
動
の
な
か
に
お
い
て
、
資
本
の
鉄
則
と
し
て
貫
徹

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
抗
し
て
三
池
で
は
「
五
人
組
」
「
家
族

ぐ
る
み
」
を
土
台
と
す
る
抵
抗
闘
争
、
学
習
運
動
の
積
み
上
げ
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
職
場
闘
争
の
課
題
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
安

保
反
対
闘
争
と
連
帯
し
て
歴
史
的
な
闘
い
に
発
展
し
ま
し
た
。
総

評
は
、
総
資
本
対
総
労
働
の
闘
い
と
し
て
安
保
・
三
池
闘
争
に
全

力
を
集
中
し
ま
し
た
。 

 

『
草
案
』
の
廃
棄
、
総
評
労
働
運
動
の
後
退 

資
本
の
狙
い
は
、
労
働
組
合
の
幹
部
や
活
動
家
を
「
生
産
阻

害
者
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
合
そ
の

も
の
を
つ
ぶ
す
の
が
真
の
狙
い
で
し
た
。
闘
争
を
収
拾
す
る
に
あ

た
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
政
策
転
換
闘
争
」
は
、
職
場
闘
争
を
放
棄

し
た
対
政
府
陳
情
運
動
へ
と
流
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
過
大
に
位
置
づ

け
る
傾
向
が
、
い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
で
す
。 

三
池
闘
争
後
、
「
三
池
で
す
ら
反
合
理
化
闘
争
に
敗
北
し
た
」

と
い
う
敗
北
論
と
反
合
闘
争
回
避
論
が
拡
が
り
、
61
年
、
三
池

闘
争
を
「
敗
北
」
と
断
じ
て
『
組
織
綱
領
草
案
』
を
廃
棄
し
ま
し

た
。
労
働
組
合
主
義
と
右
翼
的
労
働
戦
線
統
一
、
改
良
主
義
へ
の

流
れ
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。 

 

「
春
闘
」
全
国
的
な
統
一
闘
争
へ 

一
方
、
朝
鮮
戦
争
特
需
で
日
本
独
占
資
本
が
復
活
し
、
総
資
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本
の
参
謀
本
部
と
し
て
55
年
に
日
本
生
産
性
本
部
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
政
治
的
に
は
、
左
右
社
会
党
の
統
一
、
保
守
合
同
に
よ

る
自
由
民
主
党
の
発
足
、
い
わ
ゆ
る
55
年
体
制
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。 55

年
、「
春
季
賃
上
げ
共
闘
会
議
」
が
発
足
さ
れ
、
世
に
い
う

八
単
産
共
闘
で
あ
り
、
こ
れ
が
全
国
的
な
統
一
闘
争
「
春
闘
」
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
背
景
に
、
55
年
か
ら
70
年
ま
で
続

い
た
実
質
経
済
成
長
率
10
・
６
％
と
い
う
高
度
成
長
期
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

 

国
家
独
占
資
本
主
義
の
破
綻
、
新
自
由
主
義
へ 

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
行
き
詰
ま
り
に
よ
り
71
年
の
金
ド
ル

交
換
停
止
、
73
年
の
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
戦
後
、

世
界
資
本
主
義
の
高
度
成
長
を
維
持
し
て
き
た
国
家
独
占
資
本
主

義
体
制
は
、
73
年
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
そ
の

機
能
を
失
っ
た
の
で
す
。 

支
配
階
級
は
、
市
場
原
理
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
、
障
害
と
な

る
労
働
組
合
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
社
会
保
障
、
社
会
福

祉
を
切
り
捨
て
、
各
種
国
営
・
公
営
企
業
の
民
営
化
を
促
進
し
、

金
融
の
自
由
化
を
進
め
ま
し
た
。 

新
自
由
主
義
へ
の
歴
史
的
な
大
転
換
が
、
労
働
者
思
想
の
排

除
、
労
働
者
運
動
圧
殺
へ
の
攻
撃
と
し
て
露
に
な
り
ま
し
た
。 

 

資
本
の
職
場
組
織
へ
の
反
転
攻
勢 

国
民
春
闘
と
名
打
っ
た
74
春
闘
で
は
、
狂
乱
物
価
の
も
と

32
・
９
％
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
経

連
は
、
「
大
幅
賃
上
げ
行
方
検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
、
「
75
年

の
賃
上
げ
は
15
％
以
内
に
、
76
年
以
降
は
ひ
と
ケ
タ
」
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
し
反
撃
に
転
じ
ま
し
た
。 

75
年
、
官
公
労
働
者
の
ス
ト
権
奪
還
の
闘
い
は
、
全
国
的
な

闘
い
と
し
て
11
月
26
日
よ
り
８
日
間
、「
ス
ト
権
ス
ト
」
と
し
て

闘
わ
れ
ま
し
た
。
総
評
の
中
核
を
な
す
国
労
に
対
し
２
０
２
億
円

の
民
事
賠
償
訴
訟
等
、
国
家
的
な
集
中
攻
撃
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
機
を
と
ら
え
て
資
本
側
は
「
職
場
秩
序
の
再
整
備
」
に

名
を
か
り
た
能
力
主
義
管
理
に
よ
り
労
働
運
動
を
内
部
か
ら
腐
食

さ
せ
、「
命
令
と
服
従
」「
競
争
と
差
別
」
に
よ
る
職
場
支
配
の
実

現
で
す
。 

 

総
評
解
体
、「
連
合
」
結
成
の
意
味
す
る
も
の 

79
年
以
降
、
ス
ト
な
し
管
理
春
闘
へ
と
押
し
込
め
ら
れ
、
80

年
、
第
二
臨
調
、
行
革
に
よ
り
国
鉄
改
革
関
連
法
で
87
年
４
月

１
日
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
強
行
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

国
労
が
全
国
で
起
こ
し
た
「
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
提
訴
や
労

働
委
員
会
へ
の
申
し
立
て
」
を
す
べ
て
取
り
下
げ
る
こ
と
を
求
め

る
当
局
側
の
攻
撃
を
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
総
評
は
こ
れ
を
受
け
入

あ
ら
わ 
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れ
る
よ
う
に
「
指
導
」
し
た
の
で
す
。 

国
労
本
部
も
「
労
使
共
同
宣
言
」
で
揺
れ
動
き
ま
し
た
が
、

86
年
10
月
、
修
善
寺
で
の
第
50
回
臨
時
大
会
は
、
総
評
の
指
導

を
拒
否
し
、
反
撃
に
転
ず
る
決
議
を
し
ま
し
た
。 

一
方
で
「
労
働
戦
線
の
統
一
」
へ
の
動
き
は
民
間
労
組
を
中

心
に
本
格
化
し
、
87
年
、
全
日
本
民
間
労
働
組
合
連
合
会
が
結

成
さ
れ
、
そ
の
流
れ
は
89
年
11
月
、
総
評
解
散
、「
連
合
」
結
成
、

同
時
に
「
全
労
連
」、
12
月
に
は
「
全
労
協
」
結
成
へ
と
な
り
ま

し
た
。 

 

 

非
正
規
労
働
者
の
拡
大 

 

85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
は
、
円
高
・
ド
ル
安
を
容
認
し
、
多
国

籍
資
本
へ
と
一
気
に
情
勢
が
変
化
し
ま
し
た
。
相
対
的
貧
困
の
問

題
が
深
刻
化
し
た
の
は
、
非
正
規
労
働
者
の
活
用
に
よ
る
人
件
費

削
減
策
を
提
唱
し
た
95
年
の
日
経
連
の
「
新
時
代
の
日
本
的
経

営
」
で
す
。
さ
ら
に
99
年
、
派
遣
労
働
が
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
業
務
で
解
禁
さ
れ
る
な
ど
、
非
正
規
雇
用
の
大
緩
和
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
従
来
の
日
本
型
雇
用
形
態
は
崩
壊
し
、

現
在
で
は
非
正
規
労
働
者
が
、
就
労
者
の
約
40
％
、
２
０
０
０

万
人
以
上
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
労
働
の
実
態
は
、
最
低

賃
金
が
国
際
的
に
見
て
も
極
め
て
低
い
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働

い
て
も
年
収
２
０
０
万
円
に
満
た
な
い
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の

温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
成
果
主
義
賃
金
制
度
導
入
が
拡
大
し
、
労
働
者
運
動

が
職
場
か
ら
排
除
さ
れ
、
競
争
と
差
別
の
職
場
支
配
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
労
働
組
合
組
織
率
も
16
％
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。 

 

総
括
運
動
か
ら
新
た
な
一
歩
を 

反
合
理
化
闘
争
路
線
が
後
退
し
た
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
組
織

づ
く
り
の
具
体
的
・
実
践
的
行
動
指
針
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
青
年
部
・
女
性
部
運
動
の
軽
視
、
平
和
運
動
に
は
参
加
し
な

い
等
々
、
こ
の
現
象
の
経
済
的
根
源
を
理
解
す
る
必
要
性
で
す
。 

反
合
理
化
闘
争
の
基
調
は
、
資
本
の
非
人
間
化
に
対
す
る
労

働
者
の
人
間
回
復
の
闘
い
で
あ
り
、
階
級
的
組
織
づ
く
り
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。 

戦
後
労
働
運
動
の
な
か
で
最
も
困
難
で
不
十
分
だ
っ
た
の
が

職
場
闘
争
で
あ
り
、
最
も
基
本
的
な
職
場
抵
抗
闘
争
を
回
避
し
た

と
こ
ろ
に
反
合
理
化
闘
争
路
線
の
後
退
の
最
大
の
原
因
が
あ
り
ま

し
た
。 

資
本
主
義
体
制
が
つ
づ
く
限
り
、
労
働
者
に
対
す
る
搾
取
強

化
が
つ
づ
き
ま
す
。
職
場
闘
争
こ
そ
階
級
闘
争
の
土
台
で
あ
る
こ

と
を
再
度
確
認
し
合
い
、
学
習
と
相
互
討
論
を
大
切
に
し
て
問
題

意
識
を
持
っ
た
仲
間
を
拡
大
、
組
織
し
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
す
ど
う 

ゆ
き
ひ
こ
） 


